
特定非営利活動法人スターズアーツ 2026年度 取組企画 ① 

 

活動名（タイトル） 

障害者（重度身体・知的精神・視覚聴覚障害 他）や高齢者を専門とした防災ネットワーク

（避難救済支援）の構築と立上げ 

 

主な事業実施場所 

東京都 港区 を中心に 北側は千代田区・中央区・新宿区、西側は渋谷区、南隣は品川区 

 

事業で取り組みたい地域や社会の課題 

近々で起こりうる自然災害（首都圏直下型・南海トラフ沖地震含む）が発生時、障害当事者

（重度身体・精神知的）や高齢者（独居）の避難救済支援方法が定められていないことで「私

たちの場合はどうしたらといのか？」「行政や地域からどのような支援や救済があるのか？」

など殆どの障害当事者や家族・関係者、年々急激に増えていっている高齢者の不安や心配は

絶えることなく災害が起こった場合の不安で心配な日々を過ごしている 

 

事業の目的 

孤立してしまう障害当事者や年々増加の一方の高齢者 誰一人取り残さない発災時の防災

救済ネットワークの構築を目的とし、防災避難対策や方法や手段を日頃から話し合い助け

を求められる機会の創出・防災減災知識の取得や心構え・意識や知識の更なる向上のシンポ

ジウム開催で不安解消と災害時に実施し救済する事を目的とする 

 

事業内容 

 

活動名  

障害者や高齢者を専門とした防災ネットワーク（避難救済支援） 

 

趣旨  

重度身体障害当事者や精神知的障害当事者・独居高齢者やその家族、関係者に対する社会的

孤立の予防と解消と避難防災対策と対応の構築への取組  

 

時期と開催回数  

2026 年 4 月～7 月 広報と準備 毎月第四土曜日 実際の避難所での実体験会と移動支援

付き避難訓練 年 10回開催  

 

対象者  

東京都港区・千代田区・中央区・渋谷区・品川区にお住いの障害当事者や高齢者 その家族

や関係者  

 

参加人数（見込み）  

1回 50名・10回開催 500名  

 

実施場所  

港区公共施設や区役所研修室 体育館 避難指定場所 

 

広報など宣伝周知の方法  

各種 SNS 公式 HP PRタイムス チラシ投函  

 

団体内の実施体制  



会員・理事よりコアメンバ－10 名 学生ボランティア 30 名 有志（有資格者）20 名 計

70 名体制 外部協力・団体 防災を唱える個人は多く、法人登記した活動組織は非常に少

ない 多岐にわたり協業を呼びかける予定 学生ボランティア 福祉医療系の学校、医療

福祉用具メーカーへの呼びかけを予定 

 

 

 

補助金・助成金申請 の必要性 

他企業からの理解や応援を受けてる「事業」と印象付けたいのと、無償事業で入金などを見

込んでいない分 法人からの持ち出し（支出）を少しでも軽減させたい 

 

助成終了後の事業の展望 

この実施一年間で色々な事例や要望など様々な角度からの重要なデータと必要事項が把握

できると考え 有償事業として適正価格を見いだし行政（区役所・防災課・高齢福祉課）と

相談しながら 有償事業に切り替えていこうと考えています 

 

 

 

 

 

 

＜ありたい姿＞ 

・民間企業の参加や協業 新しい防災の在り方の構築 立上げ 居住状況を把握した自宅セキュリティ

を請け負っている警備会社だからこそ出来る 避難困難者や独居老人などの救助体制の対応や構築

や備え 店舗が避難所になる他災害発生時の新しい防災の在り方の構築 

 

＜目標＞ 

・誰一人取り残さない防災ネットワーク（避難救済支援）の構築と立上げ 


